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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始させることが可能と
なり、複数の可変表示部において各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示させる
可変表示装置に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に設
定された有効ライン上に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシ
ンにおいて、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記可変表示装置の表示結果として
前記賭数の設定に使用可能な有価価値の付与を伴う小役表示結果と前記賭数の設定に有価
価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能となる再遊技の付与を伴う再遊技表示
結果とを含む入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを決定し、該決定結果に応
じた決定情報を設定する事前決定手段と、
　所定の変動開始条件が成立したときに、前記複数の可変表示部における識別情報の変動
表示を開始させる変動開始制御手段と、
　遊技者の操作により、前記複数の可変表示部における識別情報の変動表示を停止させる
ことをそれぞれ指示する停止操作手段と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれに対応する前記停止操作手段の操作を検出する停止操
作検出手段と、
　少なくとも前記所定の変動開始条件が成立した以降に成立可能な計時開始条件が成立し
てから経過した時間を計測する計時手段と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれについて前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の
操作を検出したことまたは前記計時手段が所定の時間を計時したことに基づいて変動停止
条件が成立したときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において識別情報の変動表
示を停止させる変動停止制御手段と、
　所定の移行条件が成立したときに、通常遊技状態から該通常遊技状態とは識別情報の変
動表示の停止制御が異なる特別遊技状態に遊技状態を移行させる遊技状態制御手段とを備
え、
　前記変動停止制御手段は、
　前記遊技状態制御手段により前記通常遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
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操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において第１の最大遅延時間の範囲内で
導出可能な識別情報のうちから前記決定情報の設定に応じた識別情報を導出して変動表示
を停止させる通常操作制御手段と、
　前記遊技状態制御手段により前記特別遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、前記複数の可変表示部のうちの少なくとも一部の可変表示部において前記第１
の最大遅延時間よりも短い第２の最大遅延時間の範囲内で導出可能な識別情報のうちから
前記再遊技表示結果の導出を許容する旨を示す決定情報が設定されていないことを条件と
して前記小役表示結果以外の入賞表示結果が導出されない識別情報を導出して変動表示を
停止させる特別操作制御手段と、
　前記計時手段が所定の時間を計時したときに、前記遊技状態制御手段により前記通常遊
技状態に制御されているか前記特別遊技状態に制御されているかに関わらず、前記停止操
作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立して
いない各可変表示部において前記第１の最大遅延時間の範囲内で導出可能な識別情報のう
ちから何れかの識別情報を導出して変動表示を停止させる時間停止制御手段とを備え、
　前記時間停止制御手段は、
　前記計時手段が前記所定の時間を計時したときにおいて前記複数の可変表示部の全てに
おいて識別情報が変動表示されているときに、前記決定情報の設定に関わらず何れの種類
の入賞表示結果も導出させず、
　前記計時手段が前記所定の時間を計時したときにおいて前記停止操作検出手段が前記停
止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が既に成立した可変表示部があ
ることを条件として、前記入賞表示結果を導出させることがある
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始させることが可能と
なり、複数の可変表示部において各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示させる
可変表示装置に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に設
定された有効ライン上に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシ
ンにおいて、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記可変表示装置の表示結果として
前記賭数の設定に使用可能な有価価値の付与を伴う小役表示結果と前記賭数の設定に有価
価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能となる再遊技の付与を伴う再遊技表示
結果とを含む入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを決定し、該決定結果に応
じた決定情報を設定する事前決定手段と、
　所定の変動開始条件が成立したときに、前記複数の可変表示部における識別情報の変動
表示を開始させる変動開始制御手段と、
　遊技者の操作により、前記複数の可変表示部における識別情報の変動表示を停止させる
ことをそれぞれ指示する停止操作手段と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれに対応する前記停止操作手段の操作を検出する停止操
作検出手段と、
　少なくとも前記所定の変動開始条件が成立した以降に成立可能な計時開始条件が成立し
てから経過した時間を計測する計時手段と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれについて前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の
操作を検出したことまたは前記計時手段が所定の時間を計時したことに基づいて変動停止
条件が成立したときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において識別情報の変動表
示を停止させる変動停止制御手段と、
　所定の移行条件が成立したときに、通常遊技状態から該通常遊技状態とは識別情報の変
動表示の停止制御が異なる特別遊技状態に遊技状態を移行させる遊技状態制御手段とを備
え、
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　前記変動停止制御手段は、
　前記遊技状態制御手段により前記通常遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において第１の最大遅延時間の範囲内で
導出可能な識別情報のうちから前記決定情報の設定に応じた識別情報を導出して変動表示
を停止させる通常操作制御手段と、
　前記遊技状態制御手段により前記特別遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、前記複数の可変表示部のうちの少なくとも一部の可変表示部において前記第１
の最大遅延時間よりも短い第２の最大遅延時間の範囲内で導出可能な識別情報のうちから
前記再遊技表示結果の導出を許容する旨を示す決定情報が設定されていないことを条件と
して前記小役表示結果以外の入賞表示結果が導出されない識別情報を導出して変動表示を
停止させる特別操作制御手段と、
　前記計時手段が所定の時間を計時したときに前記複数の可変表示部の全てにおいて識別
情報が変動表示されているときに、前記遊技状態制御手段により前記通常遊技状態に制御
されているか前記特別遊技状態に制御されているかに関わらず各可変表示部において前記
入賞表示結果以外の複数種類の非入賞表示結果のうちで予め定められた所定の表示結果を
構成する識別情報を導出して変動表示を停止させる全部時間停止制御手段と、
　前記計時手段が前記所定の時間を計時したときにおいて前記停止操作検出手段が前記停
止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が既に成立した可変表示部があ
るときに、前記所定の表示結果以外の非入賞表示結果を構成する識別情報を導出して変動
表示を停止させる一部時間停止制御手段とを備える
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項３】
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始させることが可能と
なり、複数の可変表示部において各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示させる
可変表示装置に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に設
定された有効ライン上に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシ
ンにおいて、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記可変表示装置の表示結果として
前記賭数の設定に使用可能な有価価値の付与を伴う小役表示結果と前記賭数の設定に有価
価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能となる再遊技の付与を伴う再遊技表示
結果とを含む入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを決定し、該決定結果に応
じた決定情報を設定する事前決定手段と、
　所定の変動開始条件が成立したときに、前記複数の可変表示部における識別情報の変動
表示を開始させる変動開始制御手段と、
　遊技者の操作により、前記複数の可変表示部における識別情報の変動表示を停止させる
ことをそれぞれ指示する停止操作手段と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれに対応する前記停止操作手段の操作を検出する停止操
作検出手段と、
　少なくとも前記所定の変動開始条件が成立した以降に成立可能な計時開始条件が成立し
てから経過した時間を計測する計時手段と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれについて前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の
操作を検出したことまたは前記計時手段が所定の時間を計時したことに基づいて変動停止
条件が成立したときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において識別情報の変動表
示を停止させる変動停止制御手段と、
　所定の移行条件が成立したときに、通常遊技状態から該通常遊技状態とは識別情報の変
動表示の停止制御が異なる特別遊技状態に遊技状態を移行させる遊技状態制御手段とを備
え、
　前記変動停止制御手段は、
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　前記遊技状態制御手段により前記通常遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において第１の最大遅延時間の範囲内で
導出可能な識別情報のうちから前記決定情報の設定に応じた識別情報を導出して変動表示
を停止させる通常操作制御手段と、
　前記遊技状態制御手段により前記特別遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、前記複数の可変表示部のうちの少なくとも一部の可変表示部において前記第１
の最大遅延時間よりも短い第２の最大遅延時間の範囲内で導出可能な識別情報のうちから
前記再遊技表示結果の導出を許容する旨を示す決定情報が設定されていないことを条件と
して前記小役表示結果以外の入賞表示結果が導出されない識別情報を導出して変動表示を
停止させる特別操作制御手段と、
　前記遊技状態制御手段により前記特別遊技状態に制御されているときにおいて前記複数
の可変表示部の全てにおいて識別情報が変動表示されている状態で前記計時手段が所定の
時間を計時したことに基づいて変動停止条件が成立したと仮定したときに、各可変表示部
に対応して定められた前記第１の最大遅延時間或いは前記第２の最大遅延時間の範囲内で
導出可能な識別情報を導出させると前記入賞表示結果の導出が不可避となるか否かを判定
する判定手段と、
　前記判定手段により前記入賞表示結果の導出が不可避となる旨が判定されたときに、前
記計時手段の計時に基づいて変動停止条件を成立させるタイミングを、前記入賞表示結果
の導出が回避可能となるタイミングに変更する変動停止変更制御手段と、
　前記計時手段が前記所定の時間を計時したときに、前記停止操作検出手段が前記停止操
作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立していない各可変表示部に対
応して定められた前記第１の最大遅延時間或いは前記第２の最大遅延時間の範囲内で導出
可能な識別情報のうちから何れかの識別情報を導出して変動表示を停止させる時間停止制
御手段とを備え、
　前記時間停止制御手段は、
　前記計時手段が前記所定の時間を計時したときにおいて前記複数の可変表示部の全てに
おいて識別情報が変動表示されているときに、前記決定情報の設定に関わらず何れの種類
の入賞表示結果も導出させず、
　前記計時手段が前記所定の時間を計時したときにおいて前記停止操作検出手段が前記停
止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が既に成立した可変表示部があ
ることを条件として、前記入賞表示結果を導出させることがある
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項４】
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始させることが可能と
なり、複数の可変表示部において各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示させる
可変表示装置に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に設
定された有効ライン上に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシ
ンにおいて、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記可変表示装置の表示結果として
通常遊技状態とは識別情報の変動表示の停止制御が異なる特別遊技状態への移行を伴う特
別表示結果と、前記賭数の設定に使用可能な有価価値の付与を伴う小役表示結果及び前記
賭数の設定に有価価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能となる再遊技の付与
を伴う再遊技表示結果を含む該特別表示結果以外の入賞表示結果である非特別表示結果を
含む入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを決定し、該決定結果に応じた決定
情報を設定する事前決定手段と、
　所定の変動開始条件が成立したときに、前記複数の可変表示部における識別情報の変動
表示を開始させる変動開始制御手段と、
　遊技者の操作により、前記複数の可変表示部における識別情報の変動表示を停止させる
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ことをそれぞれ指示する停止操作手段と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれに対応する前記停止操作手段の操作を検出する停止操
作検出手段と、
　少なくとも前記所定の変動開始条件が成立した以降に成立可能な計時開始条件が成立し
てから経過した時間を計測する計時手段と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれについて前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の
操作を検出したことまたは前記計時手段が所定の時間を計時したことに基づいて変動停止
条件が成立したときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において識別情報の変動表
示を停止させる変動停止制御手段と、
　前記可変表示装置の表示結果として前記特別表示結果が導出されたときに、前記特別遊
技状態に遊技状態を移行させる遊技状態制御手段とを備え、
　前記変動停止制御手段は、
　前記遊技状態制御手段により前記通常遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において第１の最大遅延時間の範囲内で
導出可能な識別情報のうちから前記決定情報の設定に応じた識別情報を導出して変動表示
を停止させる通常操作制御手段と、
　前記遊技状態制御手段により前記特別遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、前記複数の可変表示部のうちの少なくとも一部の可変表示部において前記第１
の最大遅延時間よりも短い第２の最大遅延時間の範囲内で導出可能な識別情報のうちから
前記再遊技表示結果の導出を許容する旨を示す決定情報が設定されていないことを条件と
して前記小役表示結果以外の入賞表示結果が導出されない識別情報を導出して変動表示を
停止させる特別操作制御手段と、
　前記計時手段が所定の時間を計時したときに、前記停止操作検出手段が前記停止操作手
段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立していない各可変表示部において
何れかの識別情報を導出して変動表示を停止させる時間停止制御手段とを備え、
　前記時間停止制御手段は、
　前記複数の可変表示部の全てについて前記計時手段が所定の時間を計時したことにより
変動停止条件が成立したときに、前記決定情報の設定に関わらず何れの種類の入賞表示結
果も導出させず、
　前記特別表示結果に対応した決定情報と前記非特別表示結果に対応した決定情報とが重
複して設定されている場合において、前記計時手段が所定の時間を計時したことにより変
動停止条件が成立したときに、前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出し
たことに基づいて変動停止条件が既に成立した可変表示部があることを条件として、前記
特別表示結果を導出させることはないが、前記非特別表示結果を導出させることがある
　ことを特徴とするスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するため、本発明の第１の観点にかかるスロットマシンは、
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始させることが可能と
なり、複数の可変表示部（リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒ）において各々が識別可能な複数種類
の識別情報を変動表示させる可変表示装置（可変表示装置２）に表示結果が導出されるこ
とにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に設定された有効ライン上に導出された表示
結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにおいて、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記可変表示装置の表示結果として
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前記賭数の設定に使用可能な有価価値の付与を伴う小役表示結果と前記賭数の設定に有価
価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能となる再遊技の付与を伴う再遊技表示
結果とを含む入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを決定し、該決定結果に応
じた決定情報（当選フラグ）を設定する事前決定手段（ステップＳ３）と、
　所定の変動開始条件（スタートレバー１１の操作）が成立したときに、前記複数の可変
表示部における識別情報の変動表示を開始させる変動開始制御手段（ステップＳ４）と、
　遊技者の操作により、前記複数の可変表示部における識別情報の変動表示を停止させる
ことをそれぞれ指示する停止操作手段（停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれに対応する前記停止操作手段の操作を検出する停止操
作検出手段（ストップスイッチ４２Ｌ、４２Ｃ、４２Ｒ）と、
　少なくとも前記所定の変動開始条件が成立した以降に成立可能な計時開始条件が成立し
てから経過した時間を計測する計時手段（ＣＰＵ１１１、１２１）と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれについて前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の
操作を検出したことまたは前記計時手段が所定の時間を計時したことに基づいて変動停止
条件が成立したときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において識別情報の変動表
示を停止させる変動停止制御手段（ステップＳ５）と、
　所定の移行条件が成立したときに、通常遊技状態（通常の遊技状態）から該通常遊技状
態とは識別情報の変動表示の停止制御が異なる特別遊技状態（ＣＴ）に遊技状態を移行さ
せる遊技状態制御手段（ステップＳ６）とを備え、
　前記変動停止制御手段は、
　前記遊技状態制御手段により前記通常遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において第１の最大遅延時間（１９０ミ
リ秒）の範囲内で導出可能な識別情報のうちから前記決定情報の設定に応じた識別情報を
導出して変動表示を停止させる通常操作制御手段（ステップＳ２０８、Ｓ２０９）と、
　前記遊技状態制御手段により前記特別遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、前記複数の可変表示部のうちの少なくとも一部の可変表示部（リール３Ｌ）に
おいて前記第１の最大遅延時間よりも短い第２の最大遅延時間（７５ミリ秒）の範囲内で
導出可能な識別情報のうちから前記再遊技表示結果の導出を許容する旨を示す決定情報が
設定されていないことを条件として前記小役表示結果以外の入賞表示結果が導出されない
識別情報を導出して変動表示を停止させる特別操作制御手段（ステップＳ２１１～Ｓ２３
５）と、
　前記計時手段が所定の時間を計時したときに、前記遊技状態制御手段により前記通常遊
技状態に制御されているか前記特別遊技状態に制御されているかに関わらず、前記停止操
作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立して
いない各可変表示部において前記第１の最大遅延時間の範囲内で導出可能な識別情報のう
ちから何れかの識別情報を導出して変動表示を停止させる時間停止制御手段（ステップＳ
２３７～Ｓ２３９）とを備え、
　前記時間停止制御手段は、
　前記計時手段が前記所定の時間を計時したときにおいて前記複数の可変表示部の全てに
おいて識別情報が変動表示されているときに、前記決定情報の設定に関わらず何れの種類
の入賞表示結果も導出させず、
　前記計時手段が前記所定の時間を計時したときにおいて前記停止操作検出手段が前記停
止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が既に成立した可変表示部があ
ることを条件として、前記入賞表示結果を導出させることがある
　ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記第１の観点にかかるスロットマシンでは、通常遊技状態において停止操作手段の操
作を検出したことに基づいて各可変表示部における変動表示が停止されるときには、第１
最大遅延時間の範囲で導出可能な識別情報のうちから決定情報の設定に応じた識別情報を
導出させるものとなっている。つまり、表示結果の導出に遊技者による停止操作手段の操
作という技術介入が働く。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、特別遊技状態において停止操作手段の操作を検出したことに基づいて各可変表示
部における変動表示が停止されるときには、第１最大遅延時間よりも短い第２最大遅延時
間の範囲で入賞表示結果の導出を許容する旨を示す決定情報が設定されていないことを条
件として前記小役表示結果以外の入賞表示結果が導出されない識別情報を導出する。つま
り、決定情報が設定されていなくても小役表示結果を導出することができるので、遊技者
の技術介入性が強くなる。これらのことにより、偶然性の要素だけで入賞表示結果が導出
されるのを防止して射倖性の抑制の担保が図られることとなる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　これに対して、遊技者によって停止操作手段が操作されなくても、計時手段が所定の時
間を計時すれば全ての可変表示部における変動表示が停止される。このため、１ゲーム当
たりに要する時間を制限することができ、スロットマシンの実質的な稼働率の低下を防止
することができる。また、所定の時間の計時に基づいて全ての可変表示部について変動表
示が停止されるときには、通常遊技状態に制御されているか特別遊技状態に制御されてい
るかに関わらずに、決定情報の設定に関わらず入賞表示結果を構成しない識別情報を導出
させるので、偶然性の要素だけで入賞表示結果が導出されることはなく、射倖性の抑制の
担保を図ることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記目的を達成するため、本発明の第２の観点にかかるスロットマシンは、
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始させることが可能と
なり、複数の可変表示部（リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒ）において各々が識別可能な複数種類
の識別情報を変動表示させる可変表示装置（可変表示装置２）に表示結果が導出されるこ
とにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に設定された有効ライン上に導出された表示
結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにおいて、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記可変表示装置の表示結果として
前記賭数の設定に使用可能な有価価値の付与を伴う小役表示結果と前記賭数の設定に有価
価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能となる再遊技の付与を伴う再遊技表示
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結果とを含む入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを決定し、該決定結果に応
じた決定情報（当選フラグ）を設定する事前決定手段（ステップＳ３）と、
　所定の変動開始条件（スタートレバー１１の操作）が成立したときに、前記複数の可変
表示部における識別情報の変動表示を開始させる変動開始制御手段（ステップＳ４）と、
　遊技者の操作により、前記複数の可変表示部における識別情報の変動表示を停止させる
ことをそれぞれ指示する停止操作手段（停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれに対応する前記停止操作手段の操作を検出する停止操
作検出手段（ストップスイッチ４２Ｌ、４２Ｃ、４２Ｒ）と、
　少なくとも前記所定の変動開始条件が成立した以降に成立可能な計時開始条件が成立し
てから経過した時間を計測する計時手段（ＣＰＵ１１１、１２１）と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれについて前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の
操作を検出したことまたは前記計時手段が所定の時間を計時したことに基づいて変動停止
条件が成立したときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において識別情報の変動表
示を停止させる変動停止制御手段（ステップＳ５）と、
　所定の移行条件が成立したときに、通常遊技状態（通常の遊技状態）から該通常遊技状
態とは識別情報の変動表示の停止制御が異なる特別遊技状態（ＣＴ）に遊技状態を移行さ
せる遊技状態制御手段（ステップＳ６）とを備え、
　前記変動停止制御手段は、
　前記遊技状態制御手段により前記通常遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において第１の最大遅延時間（１９０ミ
リ秒）の範囲内で導出可能な識別情報のうちから前記決定情報の設定に応じた識別情報を
導出して変動表示を停止させる通常操作制御手段（ステップＳ２０８、Ｓ２０９）と、
　前記遊技状態制御手段により前記特別遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、前記複数の可変表示部のうちの少なくとも一部の可変表示部（リール３Ｌ）に
おいて前記第１の最大遅延時間よりも短い第２の最大遅延時間（７５ミリ秒）の範囲内で
導出可能な識別情報のうちから前記再遊技表示結果の導出を許容する旨を示す決定情報が
設定されていないことを条件として前記小役表示結果以外の入賞表示結果が導出されない
識別情報を導出して変動表示を停止させる特別操作制御手段（ステップＳ２１１～Ｓ２３
５）と、
　前記計時手段が所定の時間を計時したときに前記複数の可変表示部の全てにおいて識別
情報が変動表示されているときに、前記遊技状態制御手段により前記通常遊技状態に制御
されているか前記特別遊技状態に制御されているかに関わらず各可変表示部において前記
入賞表示結果以外の複数種類の非入賞表示結果のうちで予め定められた所定の表示結果（
特定ハズレ目）を構成する識別情報を導出して変動表示を停止させる全部時間停止制御手
段（ステップＳ２６１）と、
　前記計時手段が前記所定の時間を計時したときにおいて前記停止操作検出手段が前記停
止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が既に成立した可変表示部があ
るときに、前記所定の表示結果以外の非入賞表示結果を構成する識別情報を導出して変動
表示を停止させる一部時間停止制御手段とを備える
　ことを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記第２の観点にかかるスロットマシンでは、通常遊技状態において停止操作手段の操
作を検出したことに基づいて各可変表示部における変動表示が停止されるときには、第１
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最大遅延時間の範囲で導出可能な識別情報のうちから決定情報の設定に応じた識別情報を
導出させるものとなっている。つまり、表示結果の導出に遊技者による停止操作手段の操
作という技術介入が働く。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、特別遊技状態において停止操作手段の操作を検出したことに基づいて各可変表示
部における変動表示が停止されるときには、第１最大遅延時間よりも短い第２最大遅延時
間の範囲で入賞表示結果の導出を許容する旨を示す決定情報が設定されていないことを条
件として前記小役表示結果以外の入賞表示結果が導出されない識別情報を導出する。つま
り、決定情報が設定されていなくても小役表示結果を導出することができるので、遊技者
の技術介入性が強くなる。これらのことにより、偶然性の要素だけで入賞表示結果が導出
されるのを防止して射倖性の抑制の担保が図られることとなる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　これに対して、遊技者によって停止操作手段が操作されなくても、計時手段が所定の時
間を計時すれば全ての可変表示部における変動表示が停止される。このため、１ゲーム当
たりに要する時間を制限することができ、スロットマシンの実質的な稼働率の低下を防止
することができる。また、所定の時間の計時に基づいて全ての可変表示部について変動表
示が停止されるときには、通常遊技状態に制御されているか特別遊技状態に制御されてい
るかに関わらずに、入賞表示結果以外の予め定められた所定の表示結果を構成する識別情
報を導出させるので、偶然性の要素だけで入賞表示結果が導出されることはなく、射倖性
の抑制の担保を図ることができる。しかも、所定の表示結果を構成する識別情報は、一定
の制御で導出できるため、制御が容易になる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　上記目的を達成するため、本発明の第３の観点にかかるスロットマシンは、
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始させることが可能と
なり、複数の可変表示部（リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒ）において各々が識別可能な複数種類
の識別情報を変動表示させる可変表示装置（可変表示装置２）に表示結果が導出されるこ
とにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に設定された有効ライン上に導出された表示
結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにおいて、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記可変表示装置の表示結果として
前記賭数の設定に使用可能な有価価値の付与を伴う小役表示結果と前記賭数の設定に有価
価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能となる再遊技の付与を伴う再遊技表示
結果とを含む入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを決定し、該決定結果に応
じた決定情報（当選フラグ）を設定する事前決定手段（ステップＳ３）と、
　所定の変動開始条件（スタートレバー１１の操作）が成立したときに、前記複数の可変
表示部における識別情報の変動表示を開始させる変動開始制御手段（ステップＳ４）と、
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　遊技者の操作により、前記複数の可変表示部における識別情報の変動表示を停止させる
ことをそれぞれ指示する停止操作手段（停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれに対応する前記停止操作手段の操作を検出する停止操
作検出手段（ストップスイッチ４２Ｌ、４２Ｃ、４２Ｒ）と、
　少なくとも前記所定の変動開始条件が成立した以降に成立可能な計時開始条件が成立し
てから経過した時間を計測する計時手段（ＣＰＵ１１１、１２１）と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれについて前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の
操作を検出したことまたは前記計時手段が所定の時間を計時したことに基づいて変動停止
条件が成立したときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において識別情報の変動表
示を停止させる変動停止制御手段（ステップＳ５）と、
　所定の移行条件が成立したときに、通常遊技状態（通常の遊技状態）から該通常遊技状
態とは識別情報の変動表示の停止制御が異なる特別遊技状態（ＣＴ）に遊技状態を移行さ
せる遊技状態制御手段（ステップＳ６）とを備え、
　前記変動停止制御手段は、
　前記遊技状態制御手段により前記通常遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において第１の最大遅延時間（１９０ミ
リ秒）の範囲内で導出可能な識別情報のうちから前記決定情報の設定に応じた識別情報を
導出して変動表示を停止させる通常操作制御手段（ステップＳ２０８、Ｓ２０９）と、
　前記遊技状態制御手段により前記特別遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、前記複数の可変表示部のうちの少なくとも一部の可変表示部（リール３Ｌ）に
おいて前記第１の最大遅延時間よりも短い第２の最大遅延時間（７５ミリ秒）の範囲内で
導出可能な識別情報のうちから前記再遊技表示結果の導出を許容する旨を示す決定情報が
設定されていないことを条件として前記小役表示結果以外の入賞表示結果が導出されない
識別情報を導出して変動表示を停止させる特別操作制御手段（ステップＳ２１１～Ｓ２３
５）と、
　前記遊技状態制御手段により前記特別遊技状態に制御されているときにおいて前記複数
の可変表示部の全てにおいて識別情報が変動表示されている状態で前記計時手段が所定の
時間を計時したことに基づいて変動停止条件が成立したと仮定したときに、各可変表示部
に対応して定められた前記第１の最大遅延時間（リール３Ｃ、３Ｒについては１９０ミリ
秒）或いは前記第２の最大遅延時間（リール３Ｌについては７５ミリ秒）の範囲内で導出
可能な識別情報を導出させると前記入賞表示結果の導出が不可避となるか否かを判定する
判定手段（ステップＳ５０４、Ｓ５０５）と、
　前記判定手段により前記入賞表示結果の導出が不可避となる旨が判定されたときに、前
記計時手段の計時に基づいて変動停止条件を成立させるタイミングを、前記入賞表示結果
の導出が回避可能となるタイミングに変更する変動停止変更制御手段（ステップＳ５０９
～Ｓ５１１）と、
　前記計時手段が前記所定の時間を計時したときに、前記停止操作検出手段が前記停止操
作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立していない各可変表示部に対
応して定められた前記第１の最大遅延時間（リール３Ｃ、３Ｒについては１９０ミリ秒）
或いは前記第２の最大遅延時間（リール３Ｌについては７５ミリ秒）の範囲内で導出可能
な識別情報のうちから何れかの識別情報を導出して変動表示を停止させる時間停止制御手
段（ステップＳ２３７～Ｓ２３９）とを備え、
　前記時間停止制御手段は、
　前記計時手段が前記所定の時間を計時したときにおいて前記複数の可変表示部の全てに
おいて識別情報が変動表示されているときに、前記決定情報の設定に関わらず何れの種類
の入賞表示結果も導出させず、
　前記計時手段が前記所定の時間を計時したときにおいて前記停止操作検出手段が前記停
止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が既に成立した可変表示部があ
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ることを条件として、前記入賞表示結果を導出させることがある
　ことを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　上記第３の観点にかかるスロットマシンでは、通常遊技状態において停止操作手段の操
作を検出したことに基づいて各可変表示部における変動表示が停止されるときには、第１
最大遅延時間の範囲で導出可能な識別情報のうちから決定情報の設定に応じた識別情報を
導出させるものとなっている。つまり、表示結果の導出に遊技者による停止操作手段の操
作という技術介入が働く。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、特別遊技状態において停止操作手段の操作を検出したことに基づいて各可変表示
部における変動表示が停止されるときには、第１最大遅延時間よりも短い第２最大遅延時
間の範囲で入賞表示結果の導出を許容する旨を示す決定情報が設定されていないことを条
件として前記小役表示結果以外の入賞表示結果が導出されない識別情報を導出する。つま
り、決定情報が設定されていなくても小役表示結果を導出することができるので、遊技者
の技術介入性が強くなる。これらのことにより、偶然性の要素だけで入賞表示結果が導出
されるのを防止して射倖性の抑制の担保が図られることとなる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、所定の時間の計時に基づいて全ての可変表示部について変動表示が停止されると
入賞表示結果の導出が不可避となるかを判定し、入賞表示結果の導出が不可避となる場合
には、入賞表示結果の導出が回避可能なタイミングまで変動条件を成立させるタイミング
を遅延させて、各可変表示部について第１最大遅延時間または第２最大遅延時間の範囲で
入賞表示結果を構成しない識別情報が導出されることとなる。このように所定の時間の計
時に基づいて全ての可変表示部について変動表示が停止されるときには、通常遊技状態に
制御されているか特別遊技状態に制御されているかに関わらずに、決定情報の設定に関わ
らず入賞表示結果を構成しない識別情報を導出させるので、偶然性の要素だけで入賞表示
結果が導出されることはなく、射倖性の抑制の担保を図ることができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　上記目的を達成するため、本発明の第４の観点にかかるスロットマシンは、
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始させることが可能と
なり、複数の可変表示部（リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒ）において各々が識別可能な複数種類
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の識別情報を変動表示させる可変表示装置（可変表示装置２）に表示結果が導出されるこ
とにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に設定された有効ライン上に導出された表示
結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにおいて、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される以前に、前記可変表示装置の表示結果として
通常遊技状態とは識別情報の変動表示の停止制御が異なる特別遊技状態への移行を伴う特
別表示結果と、前記賭数の設定に使用可能な有価価値の付与を伴う小役表示結果及び前記
賭数の設定に有価価値を用いることなく次のゲームを行うことが可能となる再遊技の付与
を伴う再遊技表示結果を含む該特別表示結果以外の入賞表示結果である非特別表示結果を
含む入賞表示結果を導出させることを許容するか否かを決定し、該決定結果に応じた決定
情報（当選フラグ）を設定する事前決定手段（ステップＳ３）と、
　所定の変動開始条件（スタートレバー１１の操作）が成立したときに、前記複数の可変
表示部における識別情報の変動表示を開始させる変動開始制御手段（ステップＳ４）と、
　遊技者の操作により、前記複数の可変表示部における識別情報の変動表示を停止させる
ことをそれぞれ指示する停止操作手段（停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれに対応する前記停止操作手段の操作を検出する停止操
作検出手段（ストップスイッチ４２Ｌ、４２Ｃ、４２Ｒ）と、
　少なくとも前記所定の変動開始条件が成立した以降に成立可能な計時開始条件が成立し
てから経過した時間を計測する計時手段（ＣＰＵ１１１、１２１）と、
　前記複数の可変表示部のそれぞれについて前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の
操作を検出したことまたは前記計時手段が所定の時間を計時したことに基づいて変動停止
条件が成立したときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において識別情報の変動表
示を停止させる変動停止制御手段（ステップＳ５）と、
　前記可変表示装置の表示結果として前記特別表示結果が導出されたときに、前記特別遊
技状態（ＣＴ）に遊技状態を移行させる遊技状態制御手段（ステップＳ６）とを備え、
　前記変動停止制御手段は、
　前記遊技状態制御手段により前記通常遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、該変動停止条件が成立した可変表示部において第１の最大遅延時間１９０ミリ
秒）の範囲内で導出可能な識別情報のうちから前記決定情報の設定に応じた識別情報を導
出して変動表示を停止させる通常操作制御手段（ステップＳ２０８、Ｓ２０９）と、
　前記遊技状態制御手段により前記特別遊技状態に制御されているときにおいて前記停止
操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立し
たときに、前記複数の可変表示部のうちの少なくとも一部の可変表示部（リール３Ｌ）に
おいて前記第１の最大遅延時間よりも短い第２の最大遅延時間（７５ミリ秒）の範囲内で
導出可能な識別情報のうちから前記再遊技表示結果の導出を許容する旨を示す決定情報が
設定されていないことを条件として前記小役表示結果以外の入賞表示結果が導出されない
識別情報を導出して変動表示を停止させる特別操作制御手段（ステップＳ２１１～Ｓ２３
５）と、
　前記計時手段が所定の時間を計時したときに、前記停止操作検出手段が前記停止操作手
段の操作を検出したことに基づいて変動停止条件が成立していない各可変表示部において
何れかの識別情報を導出して変動表示を停止させる時間停止制御手段とを備え、
　前記時間停止制御手段は、
　前記複数の可変表示部の全てについて前記計時手段が所定の時間を計時したことにより
変動停止条件が成立したときに、前記決定情報の設定に関わらず何れの種類の入賞表示結
果も導出させず、
　前記特別表示結果に対応した決定情報と前記非特別表示結果に対応した決定情報とが重
複して設定されている場合において、前記計時手段が所定の時間を計時したことにより変
動停止条件が成立したときに、前記停止操作検出手段が前記停止操作手段の操作を検出し
たことに基づいて変動停止条件が既に成立した可変表示部があることを条件として、前記
特別表示結果を導出させることはないが、前記非特別表示結果を導出させることがある
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　ことを特徴とする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　上記第４の観点にかかるスロットマシンでは、通常遊技状態において停止操作手段の操
作を検出したことに基づいて各可変表示部における変動表示が停止されるときには、第１
最大遅延時間の範囲で導出可能な識別情報のうちから決定情報の設定に応じた識別情報を
導出させるものとなっている。つまり、表示結果の導出に遊技者による停止操作手段の操
作という技術介入が働く。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、特別遊技状態において停止操作手段の操作を検出したことに基づいて各可変表示
部における変動表示が停止されるときには、第１最大遅延時間よりも短い第２最大遅延時
間の範囲で入賞表示結果の導出を許容する旨を示す決定情報が設定されていないことを条
件として前記小役表示結果以外の入賞表示結果が導出されない識別情報を導出する。つま
り、決定情報が設定されていなくても小役表示結果を導出することができるので、遊技者
の技術介入性が強くなる。これらのことにより、偶然性の要素だけで入賞表示結果が導出
されるのを防止して射倖性の抑制の担保が図られることとなる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また、所定の時間の計時に基づいて全ての可変表示部について変動表示が停止されると
きには、通常遊技状態に制御されているか特別遊技状態に制御されているかに関わらずに
、決定情報の設定に関わらず入賞表示結果を構成しない識別情報を導出させるので、偶然
性の要素だけで入賞表示結果が導出されることはなく、射倖性の抑制の担保を図ることが
できる。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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